
❐生活文化科は、教科「家庭」に関する専門学科です。１年次では、基礎的な知識・技術

を身につけ、２年次から専門性を深めます。

❐生活関連産業（衣食住、保育、福祉など）にかかわる将来のスペシャリストを目指し、

必要な資質や能力を育てます。

❐多様な進路（進学・就職）に対応できるよう選択科目を多く設定しています。

〇私たちが祖先から受け継いできた生活文化を大切にするとともに、新しい文化の創造
を目指します。

〇専門科目の学習を通して、豊かな人間性を育むとともに、スペシャリストとして
将来活躍できることを目指します。

◇１年次◇

生活産業基礎 生活産業情報 ファッション造形基礎 フードデザイン

◇２年次◇

ファッション造形基礎 フードデザイン
子どもの発達と保育 生活文化教養

＜選択科目＞
ファッション造形 食文化

◇３年次◇

課題研究 生活文化教養

＜選択科目＞
調理 子ども文化
生活と福祉 ファッション造形
消費生活 ボランティア学

専門科目で学び、様々な検定に挑戦し、知識と技術を深めます。

保育実習（２年）

ファッションショー（３年）



各分野のスペシャリストを外部講師として招聘し、専門的な知識と技術を学び、

専門科目の学習を深めています。

＜講義・講習例＞

科 目 具体的な内容

生活産業基礎
「栄養に関する資格と仕事」
「福祉に関する資格と仕事」

子どもの発達と保育
「絵本と紙芝居」
「児童福祉施設と保育」

ファッション造形 「ピンワーク講習」

食文化
「郷土料理講習」
「飾り切りの実技講習」

子ども文化
「リトミックの講習」
「手作り絵本の講習」

生活と福祉
「地域福祉」
「家庭看護実習」

調理
「西洋料理の実技講習」
「中国料理の実技講習」

ボランティア学
「手話におけるコミュニケーション技法」
「点字におけるコミュニケーション技法」

郷土料理講習ピンワーク講習

手話講習 家庭看護実習



２年次より、自分の将来の目標
の実現に向けて、科目を選択する
ことができます。主に、食物分
野、被服分野、保育・福祉分野を
重点的に学びます。

３年「課題研究発表会」の生徒の発表例

「薬膳」をテーマに
食材や効能を調べ、
家族の不調を改善す
るための献立を考え
料理を作り、体調の
変化を観察しました。

体型に合わせたドレス
のデザインを調べ、自
分の体型に合ったドレ
スを一から製作しまし
た。

1年 2年
月 火 水 木 金 月 火 水 木 金

1限 数学Ⅰ 家庭総合 生活産業情報 体育 数学Ⅰ 1限 フードデザイン 数学Ａ 生活文化教養 芸術Ⅰ フードデザイン

2限 体育 家庭総合 生活産業情報 国語総合（現） ＣＥⅠ 2限 ﾌｧｯｼｮﾝ造形基礎 保健 日本史Ａ/地理Ａ 芸術Ⅰ ﾌｧｯｼｮﾝ造形基礎

3限 フードデザイン ＣＥⅠ 科学と人間生活 フードデザイン 保健 3限 生物基礎
食文化/

ﾌｧｯｼｮﾝ造形
フードデザイン 現代文Ｂ 日本史Ａ/地理Ａ

4限 ﾌｧｯｼｮﾝ造形基礎 世界史Ａ 数学Ⅰ フードデザイン ＨＲ 4限 発達と保育
食文化/

ﾌｧｯｼｮﾝ造形
フードデザイン 体育 ＨＲ

5限 生活産業基礎 国語総合（現） 世界史Ａ ﾌｧｯｼｮﾝ造形基礎 家庭総合 5限 体育 発達と保育 ﾌｧｯｼｮﾝ造形基礎 生物基礎 数学Ａ

6限 生活産業基礎 国語総合（古） 国語総合（古） ﾌｧｯｼｮﾝ造形基礎 家庭総合 6限 ＣＥⅡ 英語会話 ﾌｧｯｼｮﾝ造形基礎 ＣＥⅡ 現代文Ｂ

7限 科学と人間生活 ＣＥⅠ 7限 国語表現 国語表現

3年
月 火 水 木 金

1限 現代社会 生活文化教養 ＣＥⅡ
英語総合/

消費生活
現代文Ｂ

2限 現代文Ｂ ＣＥⅡ 化学基礎/芸術
ﾌｧｯｼｮﾝ造形
/生活と福祉

社会一般/
ボランティア学

3限 数学探究 社会一般/
ボランティア学

英語総合/

消費生活
体育 英語会話

4限 体育 国語表現 体育 国語表現 ＨＲ

5限 子ども文化/調理 課題研究 現代社会 子ども文化/調理
ﾌｧｯｼｮﾝ造形
/生活と福祉

6限 子ども文化/調理 課題研究 現代文Ｂ 化学基礎/芸術
ﾌｧｯｼｮﾝ造形
/生活と福祉

7限 課題研究 数学探究

ＣＥ：コミュニケーション英語



【Ⅰ】全国高等学校家庭科技術検定（文部科学省後援）

【Ⅱ】全国高等学校保育技術検定（文部科学省後援）

被服製作＜洋服＞ 被服製作＜和服＞ 食物調理

４級 基礎縫い 基礎的技術

３級 アウターパンツ
調理の基礎
例）鶏肉と野菜の煮物

果汁かん

２級 シャツ・ブラウス 甚平
日常食の献立と調理
例）18歳女子のお弁当

１級 総裏ジャケット
ひとえ長着
（浴衣）

供応食の献立と調理
例）22歳兄の誕生日祝い

音楽・リズム表現 造形表現 言語表現 家庭看護

４級 歌唱 折り紙
童話等の
読み聞かせ

乳幼児の世話

３級 ピアノ演奏と歌唱 折り紙と描画 紙芝居の実演
乳幼児の生活の
世話（基礎）

２級 ピアノ演奏と童謡
貼り絵（ちぎり
絵・切り絵）

絵本の
読み聞かせ

乳幼児の生活の
世話（応用）

【Ⅲ】全国商業高等学校主催ビジネス文書実務検定３級



「学校家庭クラブ活動」は、通常の部活動とは違い、学校・家庭・地域社会と連
携して行う実践活動のことです。

活動内容は、Ⅰ研究活動 Ⅱ奉仕活動 Ⅲ交流活動を柱としています。

先輩方が研究されていた「楽しく・無理なく・継続す

る」地域密着型のボランティア活動を継続し、地域の方々

との交流の輪を広げています。2018年度からは、「食育プ

ロジェクト」をテーマとし、地域の子どもたちに「食べ物

の栄養教室」を開くなど、活動範囲を広げています。

「食べ物の栄養教室」

行事のお手伝い

食育マスコット



①大変良かった
57%

②やや良かった
43%

雄山高校生活文化科で学んで良かったですか

①大変良かった
②やや良かった
③やや良くなかった
④良くなかった

❖4年制大学進学者
・調理や被服製作の知識や技術を身に付けることができ、色々なことに挑戦し、最後までや
り通すことができるようになった。

・苦手なことを克服するために、たくさん練習することが当たり前にできるようになった。

❖短大・専門学校進学者
・将来福祉系の仕事に就きたいと考え、特に福祉に関することは積極的に覚えようとした。
将来への意識が自分自身を成長させてくれた。

・積極的にボランティア活動に参加し、様々な年代の方と接することで責任感を持って行動
するようになったし、会話することが楽しく思えるようになった。

・実習やボランティア活動を通して、引っ込み思案だった性格を変えられた。
・検定を通して、自分の得意なこと・苦手なことが見えてきて、苦手をなくす努力ができた。

❖就職者
・様々な資格取得に向けて取り組んだことで、努力する経験が得られた。
・資格取得を通して自分の進路についてしっかり考えることができた。
・中学校の頃の自分ならば言えなかった、やろうともしなかったことができるようになった。

①大変満足している
35%

②満足している
50%

③普通
15%

家庭科の授業など学習に関して

①大変満足している
49%

②満足している
28%

③普通
23%

家庭科技術検定に関して

①大変満足している
22%

②満足している
42%

③普通
33%

④やや不満
3%

家庭クラブ活動に関して

卒業生のコメント

＜対象：令和2年3月卒業生40名＞


